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軣旨 ：鉄骨骨組 に プ レ キ ャ ス トコ ン ク リート壁板を組込 む 工 法 の 合理 化を意図 して，鉄骨骨組 とRC 壁板との

接合部に せ ん 断 力 の み 作用 す る よ うに壁 筋 を 旛 し，接 合 部 に従 来の シ ア
ーキーを用 い た試 験体に よ っ て，RC

壁板 か ら鉄骨骨組への 応力伝達機構を検討 した。そ の 結果を受 けて ，施 工 性 を考慮 して ，
2枚 の 孔あ き鋼板 ジ

ベ ル （PBL ）を重ね て 用い る接合部デ ィ テー
ル を考案 し，その 接合部 の 性能実験 を行 っ た。実 験結果か ら，

接合部の せ ん 断 耐力 は ， 概ね孔 数 に 比 例 して増大 し，孔 に 鉄筋を挿 入 す る こ とに よ っ て 最大耐力の 向上 お よ

び最大耐力後の 変形性能 の 改善が認 め られる こ と を示 した 。 ま た，こ の 接合部の 耐力評価法を提案した。

キーワ ード ： 耐震壁，鉄骨骨組，合成構造，応力 伝達，孔 あ き 銅板 ジベ ル 接合，耐 力 評価 法

1．序

　鉄 骨 （以 下，S とい う〉 骨 組 に鉄筋 コ ン ク リート 似

下 ， RC とい う｝耐震壁やプ レ キ ャ ス トコ ン ク リート （以

下，PCa とい う）耐震壁 を組込む こ と に よ っ て ，骨組の

耐震性能 が 向上 す るこ とが 既往の 研 究
：）な どで 報告され

て い る 。 しか しな が ら，従 来 の 施 工 方法 は，S 骨 組 に シ

ア
ーキーを 数多 く溶接 し壁 筋 を配 筋 し，そ の 後 コ ン ク リ

ー
トを打設す るな ど非常に煩雑である。したが っ て，PCa

壁 に 対 して 力学的 に合理的な配筋を施す とともに，PCa

化 し た 壁 板 を S 骨組 に 組 み 込 む際 の 施工 性 を 向上 させ る

た め，土 木分野
1）
で 用 い られ て い る孔あき鋼板 ジベ ル

（Die　PerfobOnd　LeiSten，以下 PBL と い う）接合を活用す

る こ とを 試みる。 提案する デ ィ テール は ， 2枚の PBL の

円 孔 に モ ル タル を 充填 し，モ ル タ ル の
一

面 せ ん 断に よ る

抵抗力を期待す る もの で ，こ の 場 合の 破壊性状 お よび 耐

力評価方法は 明確 に され て い るとは 言い が た い。

　本研究は，実験一1 として，S 骨組に内蔵された RC 壁

板 を 対 象 と して，従 来 の シ ア ーキーを用い て ，S 骨組と

RC 壁 板 との 接合部の 応 力伝達機構 を実験的に検討す る 。

な お，RC 壁板 に は接合部にせ ん 断 力の み 作用 す る よ う

に ， 壁筋が配 筋 され て い る
珊 。実験一2 で は，S 骨組 と

RC 壁板 を結合す る 方法と して，　 PBL を活用す る こ とを

試 み，そ の 破壊性状 を実験的 に検討す る と と もに，接合

部 の 耐力評価法を提案す る。

2．応力伝遺機構

　図一1 は，S 骨組 に 内蔵 され た RC 壁板にせ ん 断力 Q
が 作 用 し，コ ン ク リート板 に θ＝45

°

の 傾 き を持 つ 圧 縮

力 C の 一
様な圧 縮束 が形成され た 状態を示 して い る 。 周

辺骨組 の 剛性お よび 耐力 が 比 較的小 さい 場 合で も，図一1

に 示 す よ うに壁 筋 が 配 筋 され て お れば，コ ン ク リ
ー

トに

作用する圧縮力 C の
一

つ の 成分 は、壁筋 に 作用する引張

力 T に よっ て 釣 合 い ，他方 の 成分 F は ，シ ア
ー

キ
ー

を介

して S部材に軸方向力 として伝達で きる と考えられ る
3）。

3．実験一1 （S 骨組 に 内蔵され た RC 壁板）

3．1 実験計画

　 図 一1 に 示 され た応 力伝 達 機 構 の 妥 当性 を検 討 す る た

め に，実験変数を載荷方法 （単調載荷 〔W ・2M ） お よ び

正 負漸増繰返 し載荷 （W −4R）） とする計 2 体の 試験体 が

計画 され た。図一2 に 試 験体の 形 状 寸 法，断面お よび 接

合部詳細 を示す。

S 骨組の 寸法 は階高，梁ス パ ン を 1    と し，せ ん

断変形の み 生 じる よ うに 柱梁接合部をピ ン 接合 と し た。

RC 壁 板の 形 状 は ，
　 S骨組 と RC 壁板が接触す る こ と に よ

っ て，接合部以 外 で応力伝達が行われ る こ と を避ける た

め に，RC 壁板 の 隅角部が 取 り除か れ た 八 角形 と した 。

壁筋は，前述の 応力伝達機構に 基づ い て，接合部 を結ぶ

ように ，試験体中央部に 45 φを 50   間隔 で 縦横 4 本
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一1　圧縮束 の 構成 と接合郎の 釣合 い
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一2　試験体の 形状寸法，断面 および接合部詳細

表一1 使用 材料の 力学的特性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 合部間を結ぶ せ ん 断 ひ び割れ状況が 観察 された。最大荷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 重 に 達 し た 後 ，
RC 壁板 に ひ び 割れ の 大 き な進展は な く，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 接合部近傍 の せ ん 断ひ び割れ の 進展 の み 観察 され た 。 そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の 後，上下 接合部 に お け るモ ル タ ル の 剥 落が観察され た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 な お ， 繰返 し載荷を行 っ た WL4R 試験体で は，シ ア
ーキ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ー拘束筋 の 内部モ ル タル の 剥落も観察 され た。表
一2 に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 各試験体 の ひ び 割れ 発生荷重 を 示 す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 図
一4 に 荷重変形関係を示す。縦軸 は 作用水平力 g ，

　　　表
一2 実験結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 横軸は層間変形角 R で ある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 最 大 荷重 に 達 す る ま で は，載荷 方 法 に よ る 変形性 状の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 大 き な相違は 見られ な い 。 各試験体 と も，層間変形角 R ＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 O．0045 〜 0．0085rad ．で 最 大荷重に 達 し た。載荷方法 に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 よ る最 大荷重 の 相違は見られなか っ た。各試験体 と も ，

ずつ 配 筋 した。な お，壁 筋量 は コ ン ク リート圧 縮束 の 圧

縮強度に 見合 う量とした。S 骨組と壁 との 接合部 は，　D13

で 長 さ IIO  の シ ア
ーキー

を 50   間隔 で 3本配 筋 し

た。なお，接合部 で の せ ん 断力 の 伝達を シ ア ーキーの み

に依存させ る ため ， RC 壁板 と S 骨組 との 間 に 幅 10  

の ス リッ トが設 け られ て い る。

　表
一1に使用材料の 力学的特性 を示す。

　実験 は，下 梁 を 固 定 し，図 一2 の 矢 印 で 示 す よ うに 上

梁の 端 部に 水 平力 を 負荷 した。

3．2 実験結果と考察

　図
一3に 各試験体の 最終破壊 状況 を示 す 。

　各試験体 と も層間 変形角 R ＝0．0008＠ d．）ま で に シ ア

ーキーに沿 っ たひ び割れ が 生 じた。次い で ，接合部付近

に せ ん 断 ひ び 割 れ が 生 じ た。そ の 後，各試験体 と も変形

の 増大 に伴 っ て，せ ん 断ひ び割れの 進展 が観察 され ， 接

最大荷重に 達 した後，耐力低 下 が 見 られ た。単調載荷を

行 っ た W −2M 試験体 で は，耐 力 低 下後 ，　R ＝ O．02 〜 0，05

md ．程度 で あ る
一

定の 耐 力 を維持 して い るの に 対 し，

W4R 試験体は，W −2M 試験体 に比 べ て 耐 力 低下が 大 き く，

R ＝O．02rad ．以降も耐力低 下 が 認 め られ る 。
こ れ は，

W4R 試験体が繰 り返 し載荷 に よ っ て ，接合部近 傍 の モ

ル タル や シ ア
ー

キ
ー

拘束筋の 内部モ ル タ ル の 剥 落 が 顕著

に な っ た た め と推察 され る 。 な お ， W4R 試験体 に おけ

る負載荷側 で は，正載荷側 に 比 べ 最 大荷重は若干小 さい

もの の ，変形 性状 は 同 じ で あ る。

　なお，シ ア ーキーに 貼付 した ひ ずみ ゲージの 値か ら ，

シ ア
ー

キ
ー

に は軸 力 が ほ とん ど作用 して い な か っ た こ と

等 か ら，接 合 部 で は，前 述 の 応力 伝 達が 行 わ れ て い る こ

とが推察され る。

3，3 終局 耐 力 評価 法

　S 骨組に 内蔵 され た 壁の 終局耐力 gu は，接合部 （シ

アーキー
）の せ ん 断耐力 9b 壁筋 の 降伏引張耐力 ρ2 お

よ び 圧 縮束の 圧 縮耐 力 2， よ り

　 9。

＝Miri ．｛9i ， Q2 ， C3｝　　　　　　　　 （1）
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WL2M （単 讃 載荷）　　　　 WL4R （繰返 し載荷）

　　　　　騷 ：モ ル タル の 剥落部分

　　　　　 図
一3　最終硬壊状況
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図一4　荷重変形 関係

に よ っ て 評価する。 こ こ に，

　　2、　
＝nxqx τ

r

　　Q、
＝ m ・ a

、
・ ．σ ，

・ 〔an θ

　　ρ，
＝sxtx σ

、
xcosexsin θ

　 at ： シ ア ーキー1本 の 断 面積

　 ．ay；壁筋の 降伏応力度

　　n ： シ ア ーキーの 本 数

　　s ：接合部 の 長 さ

　 aB ： コ ン ク リ
ー

トの 圧 縮強度

　 　「
rI

　なお，〔1）式で は，

a2 ：壁筋 1本 の 断面積

m ：壁筋 の 本数

θ ：圧 縮束 と梁 材 軸 の

　 なす角度

t ：壁厚

　　　・シ ア
ーキー1本 の せ ん 断強度 （σ ノ霧 ）

　　　　　　　　　　シ ア
ー

キ
ー

定着部の 耐力は 考慮 し

て い ない 。図
一4 の g． は ，（1）式の 計算結果 を示 す。

計算値 g． は，壁筋の 引張耐力 q2 に よ っ て決 定 され て

い る。計算値は ， やや 小 さ め の評価とな っ て い る。

4．実験一2 （PBL を用い た 接合部 の 性能実験）

4．1PBL を用 い た接合部デ ィ テ
ー

ル

　実験一1 よ り，RC 壁 板 と S 骨 組 の 接 合部 に はせ ん 断 力

を伝達で きる性能 が備わ っ て い れ ばよ い こ とが分 か っ た 。

した が っ て，せ ん断 力 を伝 達で き る接合部 と して ，施 工

性 を 考 慮 して PBL を活 用 し たデ ィ テ
ー

ル を考案す る。元

来，土 木構造物な どで PBL を用い る際 は，　PBL を単体 で

用 い る こ とが 多 く，そ の 適用 範囲も幅広 い 。本研究で は，

図 一5 に示 す よ うに ，PBL を 2 枚重 ね た 状態 で 用 い る こ

とに 特徴 が ある。こ の デ ィ テー
ル は，PCa 化 された RC

壁板 とS 部材 の 両部材 に それぞれ取 り付けた PBL を重ね

あわ せ，モ ル タ ル で 連結す る もの で ，PCa 壁板を S 部材

に 容易に 建入れす る こ とがで きる 。 また，高力ボル トな

どに 変わ り，モ ル タル を充填す る こ とに よ っ て，施 工 誤

差 を吸収 で き る利 点 もあ る。した が っ て ，孔内に 充填 さ

れ た モ ル タル がボ ル トとして の 役 目を有 して お り，本論

で は，モ ル タ ル ボ ル トとい う。なお，ふ さぎ板 は，モ ル

タル 充填の 際 の 型枠と して ， ある い は モ ル タ ル の拘束効

果を期待 して設 け られ て い る 。

4．2 実験計固

　図
一6 に接合部試験体詳細の

一
例を示す。本実験は，

こ の 接合部デ ィ テ
ー

ル の せ ん断破壊性状を実験的 に検討

す る もの で あ る 。

　実験変数は，充填材の 種類，P肌 の 孔径．孔数 と孔の

配置位置，ふ さぎ 板の 板厚お よび 挿入 鉄筋 の 有無で あ る。

充填材 は，呼び強度 EL　40，瓦 80 および粉末樹脂を混入

した Fe　40 の モ ル タル を用 い た。孔径は 16，2e および 25

  の 3 種類で ある 。 孔 の 配置位置 は，2 本 を外 側 に 配

置 した もの ，2本を内側 に配置 した もの で あ る。ふ さぎ
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図
一5　考寮 され た 接合部ディ テ

ー
ル 図一6　試験体詳細 （SH40−25−4−9）
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表一3　試験体一覧およ び実験結果

シ リーズ 試験 体
モ ル タル 強度

F，（N！m め

　孔径

P 西 （m 田 ）

孔数
η

，

ふ さぎ板板厚

　　’1 価 m ｝
挿入鉄筋

　 　 　
．
：

9 ゆ
δ

κ

（mm ）

ρ臨

甥

ρ呵 〆 c 伽

SH40 ．25．4る 6 L650 ．】5213 、7 1．20
SH40 −254，9 4 9 15．5o 、瀋oo12 ．5 L24

SH4い25・442 25 】2 17．20 ．】40B ．7 L25

SH40SH4D −25−2i−9 40 2　 側 無 8500 ．0％ 2627 1．35
SH4 伊 25．20．9 2 外側 7．350 ．2036 ．27 1．25

9
SH40 −2“ 4−9 20 lo．30 ．07678 、ε0 1．且7

4
SH40−1臥曝9 16 9．15GllB5 ．63 L63

SH80−25一車 6 6 1L80 ．16221 ．20 ．554
SH80 −25−4−9 4 9 18．6013721 ．20 ．877
SH8匹25一牛12 25 12 17．7O ．】1721 ．20 ．R31

SH90SH8 か25．2i−9 80 2 内側 無 6．86o ．19710 ．60 ．647
SH8 び 25−20・9 2 外側 5．8呂 o．19710 ．60 ．554
SH8び 2腓 9 20

9
10．00 ，153B ．60 ．734

SH80 ．1酢49 】6
4

7．B50 ．2458 ．70O ．駅）2

SH40F254 −6 6 16．30 ．084611 ．呂 1．38
SH40匹2549 4 9 9．480 ．062312 ．20 ．7ま0
SH4Q 匹25412 25 12 13．9o 蓋431L 臼 1．1＆

SH40fSH4D β25・2i−9
　　　　 鱒

（粉 末樹 脂混入 ）
2 内側 無 7．680 ．1046 ．08 】．26

SH40f」25・2レ 9 2 外側 8、660 ．】036 ．08 置．42
SH4α口 04・9 20

9 匿 ． 7．55 ．
SH40F1酔 9 16

4
8．OlD ．07904 ．83 1．66

SH40R工・254・6 6 断 面 欠損
露匚

口 ．50 ．20814 ．5 1、20
SH40RN −25−4−12 且2 無 隹940 ．15616 ．7 1．17

4

SH40RSH40R

−25−4．9
40 25

（lo6）
144

（o．62Dll
．3

σ呂．7）
lo4
’4

〔1．34）
1．38

SH40R ・25・2i−9 2 （内 側 ） 9 有
（49．5）
64．1

（0518 ）
17、6

（39．3）
522

（1．26）
1．23

SH40R−25−2ぴ 9 2（外倒）
〔45．4）
77．8

〔O．554）
lI．止

（39．3）
52．2

（1．15）
1．49

曠1 鉄　　入部 に空泪を設けた

ep 最大荷重。ただ し，　 SH40R シ リ
ーズ に つ い て は ，0 内 は 降伏 荷重を示 す 。　 SH40r・20−4−9試験体は，計測装置 の 不良に よ り除外。

B　（2）式お よび （3）式よ り求 めた計算 値を示す。
14SH40R

シ リ
ーズ の 最大荷重 につ い ては，（3）式 の ρr を挿入 鉄筋の 引張 強度 σ。か ら求 め たせ ん断 強度 r．を 用 い て 計算 され た。

図一7 載荷装置

表一4　使用材料の 力学的特性

伏応 　度 引 ヤ ン

シ リ
ー

ズ 材料
σ （N1  う σ．（N   う 亙8 〔N〆m 匡nZ）

’
＝6 〔  ） 298 421L98 刈 o

別｛40SH80 ふ さぎ板

（SS400）
’
− 9（  ） 305 437Z ．OZ ×」05

SH40f
r＝12伽 m ） 285 420 ユ．03 メ10

SH40R 孔 あき釧 板

　 SS400
戸 12（  ） 297 4312 ．02KIo5

SH40R
入 畉筋

（SR295）
9φ 43？ 612220 刈 05

シ リーズ 材料
σ β 〔N ’  5 びr 鯉   5

SH4091 46．2 354
　　　幽：
SH40 4 掌．0 4．67
SH80 77．7 6．02
SH4扉

3
モ ル タ ル

37．6 4．09
SH4 げ

‘ 34．2 4、23
SH40R 53．o 5．46

凾‘
SH4び 2S・牛 9，SH40・2S−2i−9，SH4び 25−209

＋1SH40 −15・4曾6，SH40・25幽4一匚2、SH40 −16・4・9，SH40−20・q−9°1
呂H40爵ユ5−4・9，SH40fi2S・2i・9，SH40r−2S20 −9°弓
SH40f−2S4・6レSH40f−25−4一聖Z，SH40 臼 6−4・9．SH40f−10・4・9

板板厚 は 6，9お よび 12   の 3 種類 で ある 。
こ れらの

変数 の 組合 せ に よ っ て，計 26体 の 試 験 体が 計画 され た 。

　SH80 シ リーズ は，　 SH40 シ リーズ よ り も圧 縮 強 度 の 高

い モ ル タル を用い た。SH40f シ リ
ーズ は、粉末樹脂 を混

入 した モ ル タル を用 い ，充填材の 引張強度を増大させ る

こ とに よ っ て 接合部の せ ん 断強度の 向上 を 目的とした
。

SH40R シ リ
ーズ は，挿入 鉄筋の 有無を変数 と し ， 孔の 中

央部 に 鉄筋 9φ を配 置 し た。

　SH40 ，　 SH80 および SH40f シ リ
ーズ は モ ル タル の み，

SH40R シ リーズ は モ ル タル と挿入鉄筋 で 接合部に作用

す るせ ん 断 力 を負 担 させ よ う とす る もの で ある。表一3

に試験体
一

覧を示 す 。

　実験は，図
一7 に 示 す よ うに ，鋼板 ジ ベ ル 中央 に せ ん

断力が 作用 す る よ うに，載荷梁を介 し水平力を負荷 し た。

なお，鉛直油圧 ジ ャ ッ キ は，試験体 の 浮き上が りを防止

す る た め の もの で あ る e

　表一4 に使用材料の 力学的特性 を示す。

4．3 実験結果と考察

図
一8 に 各シ リ

ーズ の 最終破壊状況 を示 す 。 各 試 験体 と

も，モ ル タ ル お よび 鉄筋 の 直接 せ ん 断 で破断 して い る状

況が観察され た。

　図
一9 に荷重変形 関 係の 数例を示 す。 縦軸 は作用せ ん

断 力 g ，第
一

象限 の 横軸 は接 合部 の 相対 水平変位萌 ．第

二 象 限 は接合部の 相対鉛直変位み で あ る。

　 SH40，　 SH80お よび SH40f シ リ
ーズ は 最大荷重 に 達す
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（a）　謝 40−25−4−9 （b）　SH80−25−4−9

（c）　SHCOf−25−4−−9　　　　　　　（d）　側 40R−25−4−9

　　　　 図
一8　最終破壊状況
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　　　　　　 （d）　SH40R−25r4−9

　　　　　 図
一9　荷重変形閧係

るま で 萌 は 小 さい
。 最大荷重に達した 後 ， 荷重 が急激 に

低下 し脆 性 的 な破壊 が 見られ た。こ れ は，モ ル タル 破 断

後，荷重 を保持 で き る要因 が な くな っ た た め と考 え られ

る。また，荷重が低下した後，一
定の 荷重を保持 して 変

形 が増大 した e こ れ は，充填材の 細骨材の 噛合い 作用等

によると考えられる 。 なお，命 は砺 に比べ ，非常に小

さい
。

　 孔 内に 鉄 筋 が 挿入 され た SH40R シ リーズ で は，　 SH40

シ リーズ と同程度の せ ん断力に 達すると剛性がやや低下

したが，そ の 後の 剛 性 も 高 く，図 一9 （d） に示 す  点の

荷重 似 下，降伏荷重 とい う）に達す る ま で ， 荷重 が増

大 した。これ は，変形初期 に お い て は，モ ル タル と鉄筋

が 同時 にせ ん 断 力 に 抵 抗 し て い る が ，荷 重 の 増大 に 伴 い

モ ル タル の 耐 力負 担 分 が減 少 した た め，剛性が 低下 した

もの と考え られ る。降伏荷重に 達 し た後，荷重は い っ た

ん 低下 し，再 び増大 した
。

こ れは ， 降伏荷重に 達 し た後 ，

モ ル タル ボル トが破断また は鉄筋が降伏 したた め ， 荷重

が低下 した と考えられ る 。 そ の 後，鉄筋 の ひ ずみ効果な

どに よ っ て，荷重 が 増大 し，最 大 荷重 に 至 っ た と考 え ら

れ る。 最大 荷重に達した 後，鉄筋 の 破断音 とともに 荷重

が 急激に 低下 した。

　図一10 に 実験変数に よ る荷重変形 関係 の 比較を示 す 。

PBL の 孔数を変数と した 試験体の 最大荷重　e，．
．は，孔

数 に 比 例 し て 増大 して い る 。 PBL の 孔 径を変数 とした 試

験体の 9．
は孔径が大きくなる こ とに よっ て 増大す る

が，孔径の 面 積 に 比 例 した eop の 増大は確 認 され なか

っ た 。 これ は ， Qerpは 孔径 とモ ル タル 内細骨材 の 寸法関

係 に も影 響 が あ るた め と考 え られ る。ふ さぎ板の 板厚 を

変数 と し た 試験体 の 9erp．は，明瞭な差 が確認 され な か

っ た 。 こ れ は，期待 した拘束効果が 微小 で あ っ た こ とを

示 して い る。ま た，充填材 の 材料特性を変数と し た試験

体の Qmp．に は 明瞭な差は確 認 で きなか っ た
。

モ ル タル

ボ ル ト内に鉄筋を掃入 した SH40R シ リーズ の PBL の 孔

数 を変数 と した試験体の 降伏荷重 は，SH40 シ リーズ と

同様に孔数に比例 して増大 してい るこ とが確認された。

ま た 、 最大荷重 に つ い て も，孔数 に 比例 して 増大す る傾

向が み られ た。

　表一3に 各試験体 の 実験結果を示す。

4．4 接合部の せ ん 断耐力評価

　モ ル タル ボル トの せ ん 断耐力9tiw。．は，

　（〜  ＝ nbx （〜鵞 6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
に よ っ て 評 価す る。g 脚

は ，モ ール ・クーロ ン の 破壊基

準
S
を用い て，モ ル タル ボル トの 純せ ん 断強度を算出 し

た もの で，

　　ρ．．　＝ 　r．．・ r ・ D
、

；

／4

　　r．t ＝o．5 ・偏
とな る。
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図
一12 実験値 と計算値の 比較

　モ ル タル ボ ル トに 鉄筋を挿 入 し た 場合 の 降伏荷 重 g，

は，既往 の 研究
2）を参考に し て ，（3）式 に よる。

9，

＝n
、
X ＠．＋9．。）

こ こ に，

e．
… r

．

・ π ・ D ，
1
／4

r．一σ
，IVi

9。．
： モ ル タ ル ボル トの せ ん 断耐力

（3）

　 rmc ： モ
ール ・クー

ロ ン の 破壊基準に よ る純せ ん 断強度

　Db ： モ ル タ ル ボル トの 直径

　 aB ： モ ル タ ル の 圧 縮強度

　 at ：モ ル タ ル の 割裂強度

　 （〜．；鉄筋 の 降伏 せ ん 断耐力

　 ry ：挿入 鉄筋 の 降伏せ ん断応力度

　 Dr ：挿入 鉄 筋の 直 径

　 nb 　 ： モ ル タ ル ボ ル トの 本数

　図一11に せ ん 断 強度の 実験 値 4xp．とモ
ール ・クーu ン

の 破壊基 準 との 比 較の
一

例 を 示 す。図一12に各 シ リーズ

の Tpm ．と計算値 rnte の 比 較 を示 す。縦軸は，計算値 rme ，

横軸は実験値 rop を示す。なお，せ ん 断強度の 実験値 r
，。、p．

は，最 大 荷 重 9mrpを 各試 験 体 の 孔 の 総 断 面 積 で 除 した

も の で あ る 。 各試 験 体の 実 験値は 計算値 と ほ ぼ
一

致 して

い る。図一9 に 示 す g．．．は 式 （2） ま た は 式 （3） に よ

っ て 求 め られ た結果を示 す。な お，孔 内 に 鉄 筋が挿 入 さ

れた SH40R シ リーズ の 最大荷重の 計算値は，式 （3）の

g．
の 算定で，5 の か わ りに，挿 入 鉄筋 の 引張 り強度か

ら求め た せ ん 断 強度Tu を用 い て算定 され た 。
　SH40R シ リ

ーズ の 計算値 は各試験体 の 実験値 に 比 べ て 小さい。

　前述の 実験 結果お よび 耐 力評 価法 を踏ま え て，PBL の

孔数や孔径な どの 調節に よっ て，実務で 求 め られる性能

を満足 させ る こ との で き る接合部 を構築す る こ とが 可能

で あ る と 考 え られ る 。

　なお ，耐力評価法 に つ い て は，今後 詳 細 な検討 が 必 要

で あ る と考 え られ る 。

5 結語

　PCa 壁 に よ る S 骨組 の 耐 震性 能 の 向 上 を意 図 した 研 究

に よ っ て，

1） S 骨組に 内蔵 され た RC 壁 を対 象と して，　RC 壁 板 に

　合理 的な配筋を施 し，従来の シ ア
ーキー

を用 い た 試 験

　体 に よっ て，RC 壁板 か ら S 骨組への 応力伝達を明ら

　 か に した。

2） RC 壁板 と S 骨 組 と の 接合方法 と し て ，施 工 性を考

　慮 して，PBL を 2 枚重ね た状態 で 用い る接合部デ ィ テ

　ー
ル を 考案 し た。

3） 考案され た接合部の 耐力評価法を提案 した。

4） 本研究結果 か ら，考案され た 接合部デ ィ テー
ル を実

　務 に 用 い る こ との 可 能性 を示 唆 した。
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